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あなたと本が出会う場所 ～みんな図書室へ行こう～

開館時間：午前10時～午後6時

休館日：毎週月曜日・第3日曜日・年末年始

貸出は1人3冊まで。2週間借りられます。

八百津ファミリーセンター2階
☎43-0390

毎年恒例の夏の朗読会を行います。大きなスクリーンと音楽で作り上げる、ものがたりの世界

に浸ってみませんか?今年は、「戦争と平和ものがたり」がテーマです。平和の大切さについて感

じてください。お友達、ご家族、お誘い合わせのうえ、ぜひご来場くださいね。入場は無料です。

「大もりいっちょう」長崎源之助/作	 「おかあさんの木」西本鶏介/作

「お母さん、ひらけゴマ」西本鶏介/作	 「一つの花」今西祐行/作

と　き　8月6日（木）　開場　午後1時～　　開演　午後1時30分～

ところ　ファミリーセンター　2階　大研修室

朗　読　「のはらの会」のみなさん

のはらの会とは･･･
みのかも「声のドラマ」の会に所属し、朗読を学んでいる。

工藤直子著『のはらのうた』を朗読フェスティバルで披露したことから、「のはらの会」と名付ける。

独自に朗読会を開催、ボランティアとして各施設を訪問するなどの活動を行っている。1999年

結成。

第10回　夏の朗読会へのおさそい

ファミリーセンター１階にて雑誌

コーナーを開放しています！

ぜひご利用ください♪

図 だ よ り室書

「ミツハの一族」　乾ルカ／著　東京創元社

大正１２年、北海道が舞台の不思議な物語です。人は未練を残して死ぬと、鬼

となって水を渇する。そのままでは水源が涸れ、村は滅んでしまう…残った未練

を解消して、常世に送ることができるのは、ミツハの一族のみ。鳥目役の男と、

水守の女、２人が村の為に未練を見つけ出し、常世に送っていく、ミステリーです。

北海道の自然の描写がすてきな一冊です。

「五十坂家の百年」　斉木香津／著　中央公論新社

夏の朝、双子の老姉妹が二人で崖から飛んだ。

やがて親せきらが床下から四体の遺骨を発見し、そして親族にまつわる秘密も明

かされていく…。

血筋に潜む狂気と淫靡を各世代の視点で描いたミステリー。

イヤミス(読むと嫌な気分になるミステリー)と言われているが、ラストは心地い

い着地点です。

今月のおすすめの本




